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中国国際交流協会代表団が来日、各地で交流

『重ねられた心と心の交流』

． 靖国参拝問題等で日中の関係が再びぎくしゃくする中、中国国際交流協会代表団3名の方々を

2003年の第 1回の代表団に続き、 10月25日から 11月 1日までお迎えし、各地でまさに心と心

の交流を重ねることが出来ましたので、そのご様子を報告します。

関西からのスタート

イ1は、 lOJJ25日に大阪Iii!際空港に到指しました。

メンバーは、朱俊発中lliltill I際交流協会理＊ (rjll医｜アフリ

カ｜問題研究会常務理事）を｜吋長に、羅毅中jlijjlij際交流協

会JII!•Ji （元外交符として南アフリカ大使館に勤務）、そ

して、通訳としてq11111凶際交流協会アジア・アフリカ・

オセアニア同のアシスタント・リサーチャーの E琳さ

んという3名でした。朱俊発さんと羅毅さんは初めて来

.fl されました。 、~ 11の｜晩は、大阪の都，11の料？で、ある花

外桜で歓迎夕食会が閃かれました。 IC のそもそもの1~1:

体となった、オックスフォード・グループH、？代にこの運

動に/1¥会われたという徳光志花外楼会長と、スイス・

コーの!It界大会に参加されたこともある徳光手伝社長に

お迎え頂き、fl本情緒溢れる静かで落ち行いた労同気の

ljl、素晴らしい日本料理でおもてなし頂いたのは、初め

ての訪日の幕開けに相応しいものでした。

翌、 261IはICの会uで、 NGOのネパール教育協力

会の代表、また、京都NGO協議会会長も務めておられ

る、京都生まれ・京都育ちのfiffl進さんのご案内で、銀

閣寺や清水＂！jはもとより、余り観光客の訪れない静かで

．右から朱団長、王さん、羅さん（花外楼にて）

がIJ月 ~tの良い、子l涜等にご案内政きました。 また、今後の

I fr！作りの方向性を模索していた司＇ l'KIの指導者に、 li本の

経験に基づいて、いくつかの提案をしたためて子紙を送

られたという体験等も石田さんからお話し頂く等、話し

は京都や日本の伝統文化にとどまり ませんでした。

夕食H守には、鬼丸同也テラルネツサンス代表にも加

わつてもらいましたO 大学J主のH

上げ、カンボジアでの地雷撤去のための活動や、最近で

はウガンダでの元.-f-ども兵の社会復帰のサポートにま

+rl 'llill五！際交流協会訪日レポート・ l-3 +1cと私・ 11-12 
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で活動を広げているという 25才の青年である鬼丸さん よる歓迎会が聞かれ、遅くまで和やかで楽しい交歓が続

の情熱溢れる話に、アフリカの国々は殆ど訪れたという きました。

朱さんたちも熱心に聞き入っていました。

心と心の交流

翌日は、大阪城を見学した後、横浜経由で上京し、東

示でのプログラムに入りました。

国会議員等との懇談を経て、 29日の午前には、堀内伸

介元ケニア大使と意見交換を行しEました。ナイロビのス

ラムで、エイズのHN陽性者に、ただ薬を与えるのでは

なく、技術を教え、職業と希望を与える援助を行うこと

で大きな成果を得ているという活動にも携われていると

いう、堀内元大使のアフリカへの洞察と愛情の深さを感

じさせられるお話しは大変示唆に富んだもので、中凶の

方々ももっと長くお話しをしたかったと言われていまし

た。

同日の午後にはIC会員との交流ミーティングが行わ

れました。参加者一人ひとりが、 ICとのm会いを含め、

それぞれ率直な形で、自己紹介をした後、中国の朱さんと

羅さんからお話しを伺いました。朱さんが、「皆さんの

お話を聞いて感動しました。友人同士の心と心の交流だ

と感じました。実は、私の父親は、 1942年に日本軍に

捕らえられ迫害されて亡くなり、貧しい生活の中、 5人

兄弟を母が汗労して育ててくれました。

来日の前、日本はどうして発展したのかを知りたかっ

たのですが、日本に来て、日本のl玉｜民が良く勉強してお

り、自立していることが分かりました。また、日本が環

境が良く、交通が発達し、社会が安定して秩序があり、

清潔で、国民の生活も豊かなのを感じました。今回、皆さ

んに誠意を持って対応してもらって嬉しく思います。rI 

本国民も平和を望んでいることが良く分かりました。隣

同同士仲良くできれば世界に寄与できると思いますJと

話されたのには一寸驚きました。それまでの温厚で優し

い物腰からは、過去そのようなことがあったとは、感じ

させられなかったからです。

羅さんは、「け本をl円接ドi分の日で見て、両11qの栴差

は大きいと感じました。上海や北京に林立するビルを見

て、円本ともう変わらないと言うような中間人もいます

が、外見ではなく、中身の点で大きな違いがあります。

例えば、今、泊まっているホテルも部屋は狭くても、 11'1

まる人に便利なように様々な工夫がなされています。中

国が日本とl11Jじレベルになるのにはこれから50～ 10 

0年掛かるかもしれませんJと話さられました。同夜に

は、日中友好さいたま市民会議の代表でもある、仲，，たか

子同際ICH本協会副会長の主催で1司会議のメンバーに

小田原での交流

翌30日には、小田原に向かいました。小田原駅では、

アジアセンター小田原の中山啓介所長とボランティア通

訳ガイドの王彦文さんに迎えて頂き、箱恨に向かいまし

た。生憎の曇り空で残念ながら富士山は望めませんでし

たが、訪れた箱根神社では、中山さんから神道の考え方

を説明頂く等、箱恨の自然と共に11本の伝統文化の一端

にも触れて頂けました。同夜には、 IC/MRAサークル主

催の懇談及び、夕食交流会を開いて頂きました。二宮秀夫

IC/MRAサークル代表は、挨拶の中で、「自分は戦争の

馬鹿らしさを感じ、不戦の誓いをした者です。戦争を無

くすための思想的な基礎として、融合を唱えた IC 

(M孔生）と一円融合、心回開発を唱えた報徳が重要とmぃa・
実践に励んで、きました。日本も戦争に負け、飢餓を経験 ？

しました。飢餓はlit界の戦争の原附の一つであり協力し

て解決していきたいと思います。全ては 一人ひとりの心

から始めるものと、この十年このサークルを毎月開催し

て来ましたJと述べられました。

続いて、朱さんは、「中国国際交流協会は、中凶人民

と各国の人々との理解を深め、平手［！と共同の発展を促す

目的で作られました。2000年に、日本のICと交流を始

め、成果をあげています。美しい場所に位置するアジア

センターに迎えて頂き感謝します。＇＂I EIIEI I際交流協会が

求flする時は必ず寄らせて頂きたいと思います。今回多

くの古い友人と会い、多くの新しい友人ができました

が、人と人の交流が弔要です。この訪日を通して11本の

方々から沢山のことを学べましたJと話されました。 A ・ 

/U席者の箱似小学校の鈴木↑fl美先生は、「一昨年、中 ’

IEI間際交流協会の/J々 に学校に来て民きとても感動的な

交流ができましたJと話され、生徒さんたちが折った折

り紙を贈られました。

．報徳博物館で二宮尊徳の事蹟について説明を受ける



羅さんは、「MRA(ICの前身）の開念は、人類の平

和、世界レベルでの戦争を防ぐ重要な怠I床を持ちます。

MRAは第2次大戦の後、 lit界各国の相在理解に rf[要な

役割を果たしました。現在、日中両同の政治の面での問

題が深刻なため、 ICの役割がよりm要になっています。

｜｜本に来てIi本の人々のrjljEIの人々への友情が深いと感

じました。昨年北京に米られた中山さんに今lj小川原で

再会でき、非常に親しみを感じましたJと述べられまし

た。

最後に、 ljI山啓介アジアセンタ一所長は、「rjrj lijのお

人が「！本に来られて多くのことを学ばれたと聞いて、

生徒が先生にほめられたような、娘しいと同時に身が引

き締まる感じがします。n本の文明の基礎は11,，~li，から

で、それをベースに2000年の歴史を経て米ました。日

本が戦争をしかけて迷惑をお隣けしたという厳然たる歴

史があります。敗戦後、戦争は二度としないと汗って、

． 経済般に努めました。歴史かげびながら、力を併せ

てlit界の、l'-利と貧問問題の解決のために働きたいと思い

ますJと述べられました。

． 

翌朝は、甲山日I;jのお引きで報徳：白神社で交流会を

閃いて頂き、コ’＇fr;尊徳、！品位！のエッセンスを紹介して頂き

ました。また、神社の本般をご案内頂き、相，，道の考えfj

についてもご説明頂いた後、報徳博物館を訪ね、三日尊

徳の’H阪についての説明もして頂きました。現千五、｜伝！際

寸宮尊徳m処！学会が発足しており、今年も昨年に引き続

き尊徳！ぷ氾！の研究のために J 年間の予定で滞在ljIの、北

ボ大学の大学院生おて人も共に参加してくれましたが、

ここにも f] lj Iの新しい形で、の交流が行っていると感じさ

せられました。

更なる交流を

東京に民って、＇ F後にはNotイ三｛倣＇＇i＂際 IC11本協会会i

－ 
との懇談にl邸みましたが、）jオ川孜j乙行宇11にも加わつてEI 
きましたo立I’j
後、朱！什i長カ通ら、「来年の迎．、月なII,}J切に、今度は日本か

らICのグループをお迎えしたしリとご的f与をmきまし

た。

J ー帽」 i
．率直な意見交換を図った中国代表と羽田元首相（左端）と橋本会長（中央）
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同夜には、 ICメンバーとの送別夕食会が閃かれ、羽田

孜元首相ご夫妻、谷川和穂元法相ご夫妻を初め 15名程

が参加して巌後の交流を図りました。

今阿の交流を通してずっと通訳を務めてくれた、王さ

んから、何故日本語を学ぶようになったのかというお話

をして民いた後、羅さんは、「今までアフリカ関係の仕事

で日本人と触れる機会はありませんでした。年輩の人た

ちから戦争のことを聞いていたので頭の中は過去のこと

ばかりでしたが、昨年同際IC日本協会のグループを中l玉！

に迎え、短い時間でしたが、その交流を通じて色々と感

じたことがありました。今日の午後、羽問先／主から、 『こ

れからの人生をIll:界の、F和のために捧げる』という話し

をお聞きし感激しました。また、昨年韓国でのIC11中韓

行年フォーラムで仲，，たかf先生がごl匂齢にも拘わらず、

l号年たちの相互理解と友情を育むために活動されている

のを見て感動しました。物質文明、民衆の生活の向上と、

精神文明（道徳・思想）を共に発展させるべきだと感じ

ました。調和した社会が大切で、経済が発展しても、紛

争や戦争があれば良い1,qにはなりません。午前ljI、報徳

博物館を訪ね、日本人は伝統文化を大事にして、良く研

究していると感じました。中山夫人からは愛読，t｝という

老 fの英文の本を頂きました。rt'lfrlは－-n1期」1典を軽視

していましたが、今IIでは、 Eさんの娘さんが論説を学

ぶようになっています。＂IFlilが発泌するためには外凶の

優れた点を学ぶべきです。今l司、jLq際ICllノド協会のご抗

待で、 II本の発反振りをn分のfIで見られて感謝してい

ます。これからもこのr1111のニつの協会が引き続き交流

できることを恒んでいますJと話されました。

翌日 JJI HにイJはMl五！の途に就かれましたが、空

港で米年の再会を？？いながら、別れを惜しみました。

（社） j:Ji.j際 ICr I本協会事務川

長野 1111 ぷ

、、、＝’
.., 官、 -"'I

．別れの惜しまれた送別会

3 
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第 2回東北アジア青年フォーラム

f未来志向的な東北アジアの協力方法の模索j

去る 8月26日から 31日まで韓国MRA/ I Cの主催で日中韓の青年が集まり、「未来志向的な東北ア

ジアの協力方法の模索」というテーマの下、第2回東北アジア青少年フォーラムが、ソウル市及び天安市

（国立中央青少年修練院）にて開催されました口

中国からは中国国際交流協会の曹小泳理事、中華全国青年連合会の王松山副秘書長、同じく国際部の孟

洋氏のもと、内蒙古医学院、北京科技大学、重慶大学、河南理工大学、内蒙古師範大学、四川大学、安徽

医科大学、漸江理工大学、武漢大学、四川師範大学、山東建築工程学院、北京第二外国語学院、北京師範

大学、曲阜師範大学、漸江伝媒学院、河南大学からの学生の代表 17名、韓国からは韓国技術教育大学、成

均館大学、亜州大学、中国外交大学、誠信女子大学、湖西大学、淑明女子大学、梨花女子大学、蔚山大学、

漢陽大学、延世大学、建国大学、慶照大学、水原大学、徳成女子大学からの代表30名、日本からは、橋

本徹国際 IC日本協会会長、事務局、通訳の金光明氏（ブラボジャパン代表取締役）のもと早稲田大学、

中央大学、明治学院大学、電気通信大学、国際基督教大学、日本女子大学、法政大学からの代表 14名が

参加しました。

統一テーマの下、経済・文化・環境の3つのグループに別れ、それぞれの担当における 3国の協力のあ

り方について率直に意見を交換し、ひとつの答えを出すことができました。また、リクリエーションを通

して肌と肌がふれあい、各国の文化紹介を通してお互いの文化に対する理解を深めることができました。

ホームステイでは韓国の普段の生活に触れることができ、また一夜を共に過ごすことにより韓国に無二の

友人を作ることができま した。数々のフログラムを通じて、相互理解と友好の促進が図られました。

今回のフォーラムから普段の学生生活では昧わい得ない経験を参加者は得ることができました。この経

験を一人びとりが帰国後活かしていっています。会議の参加者の感想、をご紹介します。

（内田 裕昭、早稲田大学社会科学部 3年生）

一生の親友ができたフォーラム

． 

金幸美 （明治学院大学国際学部1年生） ．

今回のフォーラムに参加して特に強く感じたことは、

五泊六日の短い期間の中でこれほど充実した時を過ごせ

たのは初めてだということです。あまりにも夢のような

すばらしい体験をしたので、韓国から日本に帰って来て

もその時の興奮がおさまらず毎日今回のフォーラムのこ

とばかり考えていました。今回のフォーラムでは、今ま

で出来なかった体験をし、多くの人と出会うことができ

ました。

中でも一番印象に残っているのは、韓中日で文化公演

を行ったことです。なぜなら、互いの文化を紹介したこ

とで相手がどのような文化を持っているかを知ることが

出来たからです。本やテレビなどで見て感じていたより

も、やはり実際自分の日で見て相手の文化と触れ合うこ

とはとても大事なことだと思いました。今回日本は、マ

園、中国の人の反応が気になりました。しかし、そんな

心配もいらず、みんな一緒に楽しく歌い踊ってくれと

ても嬉しかったです。最後に、韓国側が前でピアノやギ

ターを演奏しながらアリランを歌った時に、韓中日の

ヶ国の青年は肩を組みながら全員で歌を歌いました。

可Lf1;JJ3!バ.A・J...；.，ド｜ ’凡 J-:ril1 1 ~；アil 、j¥lILみ l"'

W 第四＊北s}:( M 中・臼 ）出少年 FO RU M ~ 
1－.：，＇β : .,k J.,, H, 1;,1 (l'J ル It・；：－ W, JJ Ji－タ J子二4 ・一

ツケンサンパを紹介しましたが、私は紹介をする前、韓 ・勢ぞろいした日中韓の参加者



． 

近くて遠い存在であった国が、今では寄り添いながら歌

を歌い輸になっている光景はとても美しいと感じまし

た。今回の文化公演や文化の分科会での話し合いを通じ

て改めて感じたことは、お互いのことを知るにはやはり

交流を深めることが重要だということでした。ニュース

では、やはり片寄った情報しか知ることが出来ず、相手

のことを誤解しお互いの問に隔たりが生じてしまいま

す。しかし、今回のように交流し、寝食を共にすること

で、相手のことが少しずつわかるようになり、また文化

の違いを改めて感じることが出来ると思いました。この

ように、すばらしい交流の機会を与えてj頁きとても感謝

しています。今までは、在日朝鮮人の友達しかいません

でしたが、今年日本の大学に入学して初めて日本人の友
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達をつくることが出来ました。また、このフォーラムの

おかげで韓国の友達、中国の友達をつくることが出来て

とても嬉しいです。閉会式の時に、「その時限りの友達

ではなく 一生付き合う親友（Friendsfor life）をつくっ

てくださしリと祝辞で橋本徹氏がおっしゃたように、と

ても良い親友ができたと思います。

今回のいろいろな体！換を通して刺激をもらい一回り大

きくなって帰ってこられたと感じます。このことを、こ

れからの大学生活や将来に活かしていこうと思っていま

す。今回のような交流の場を与えてくれたMRA/ICに感

謝すると共に、これからも多くのことを学び＼東北アジ

アの未来につながるように活動し伝えていけたら良いと

考えています。

厚い壁を乗り越えて

石井千普（日本女子大学家政学部児童学科2年）

韓同の地に足が着いたその｜瞬間から、このフォーラムは 3日間の討論を進めていくうえで、この“認識の違い”

スタートしました。韓同学生のみなさんが、私たち日本 が私たちにとって容易に打ち壊せない厚い厚い壁でし

人チームを温かく迎えてくれ、私の胸の鼓動はますます た。それによって私たちは幾度もぶつかり合いました。

高まり始めました。私は、このフォーラムには今回初め きっと私たちは、自分たちが持ってきた考えを主張する

て参加させていただくので、大きな期待と少しの不安を ことばかりに必死になっていていたのでしょう。他国側

胸に韓国に降り立ったのです。期待とは、新しい仲間と へ対する理解の前に、自国側の主張ばかりに。もちろん

の出逢い、 3カ同それぞれが持つ考えや意見を肌で感じ 私自身もまず一番に、日本側のまとめた考えを伝えるこ

る機会など、この6日間で繰り広げられるドラマ全てに

抱くものです。少しの不安とは、コミュニケーションの

ことに対するものです。言葉の壁を乗り越えて、これか

ら出会う仲間とうまく関われるだろうかというものでし

た。

少し緊張しながら開会式に臨み、その後は、さっそく

各分科グループに別れて討論の時間が持たれました。開

会式からの緊張を少し引きずっていた私ですが、それも

そのH寺には忘れていたように思います。討議の席での韓

同・，r-r国 ・日本それぞれの環境班メンバーの熱い姿勢

に、私はすっかり夢中になっていたのです。

ここで気付いたことがあります。それは気付いたという

のでしょうか、いや、よく分かっていたつもりではいた

のですが、頭の中での理解だけにすぎなかったというの

が実際のところだと思います。それは、各国それぞれこ

のフォーラムのためにまとめてきた考えが異なるという

こと。言葉で表すとこのようにシンフルなことなのです

が、これは私たちにとってとても重要な課題を示してい

ます。それぞれの考え・意見が異なるというのは、ある

問題つまり対象の“認識”というはじめのステップから

私たちの思考の過程が違っているということなのです。

とで頭がいうぱいでした。

けれども、私たちの討論が平行線をたどり、ついには行

き詰まってしまった時、私たちみんなは大事なことに気

付いたのです。他国側の意見を理解することです。まず、

他国側の問題の捉え方、それによって考え出された意見

に耳を傾けること。それが、 3ヶ同共に議論を重ね理解

し介い、ひとつになる第一歩なのでした。行き詰まって

初めて、この大切なことに私たちは気付き始めたので

す。それからの討論では、それぞれの国が共に、ますま

す熱く、激しい意見交換が繰り広げられていきました。

．中国からの参加者と共に （中央が石井さん）
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そして私たちは、環境班グループとしてひとつになれ

ました。

身をもって体験、そして実感に結びつく数多くの経験を

したこの6日間。私にとっては、まるで夢であったかの

ような素敵な6日間でした。仲間と言葉の壁を乗り越え

られた瞬間、熱く討議し合った瞬間、みんなの力がびと

つになった瞬間、いずれの感動も、日本に帰って来た今

も鮮明に思い出されます。6日間という短い時間は、

あっと言う間に過ぎ去ってしまったけれど、私の心の中

にはしっかりとその “時”の記憶が刻まれています。「生

涯の友（Friends for life）」という言

葉を信じて、私は、このフォーラムで出会った全てのみ

なさんと固く結ぼれた鮮を、いつまでも大切に大切にし

ていきたいと思いますD

最高・貴重・充実の6日間

日高史暁（電気通信大学電気通信学部2年）

私にとってこのフォーラムはとても貴重なものとなっ

た。充実した6日間であった。

このフォーラムに参加したきっかけは、兄に紹介され

たからである。当初、私は韓国や中国といった国に興味

をほとんど持っていなかったので、参加することを跨

跨っていた。異国の文化に触れることに一切興味を持っ

ていなかった私は、大学内でも語学の学習を疎かにし、

ただ単位のためだけに勉強をしていた。ICの理事の方

や、前回のフォーラムの参加者から説得され、この

フォーラムに参加することにしたのだ。

フォーラムの参加を鵡跨っていた私の思いは、フォーラ

ムの参加によってすべてがかき消された。そしてわが国

から近い国について、知らないことが山ほどあることに

危機感も感じた。

このフォーラムのテーマは、「未来志向的な東北アジ

アの協力の方法を求めてJであり、特に東北アジアの経

済・環境・文化の3つの分野について、いかにして青年

が協力をしていくかを議論していくものであった。「未

来志向的Jという言葉がポイントである。日中韓の3カ

国から、各々の分野において携わっている方を呼んでい

ただき、講演もしていただいた。とても貴重な時間だっ

た。

私は分科会が環境になり、日中韓における環境の問題

は何かを調べ、フォーラムの前にレポートを書いた。レ

ポートを書いている時は、とにかくテーマが大きいもの

だったので、何を書けばいいのかわからす、とても苦労

した。国内の環境問題から東北アジアの環境問題へと、

書くことのスケールが大きくなっていくうちに「僕たち

はなんて大きい問題に挑もうとしているのだろうj と、

自分がフォーラムでやろうとしていることに不安を抱い

ていた。ディスカッションを振り返ってみると、それぞ

れの国が意見をぶつけるだけでとても大変た‘った。事前

準備や事前知識が足りなかったり、議論がかみ合わな

かったり、限られた時間で深い議論をすることは難し

く、多少の課題は残ってしまった。日本のメンバーに関

しては、まともな議論に参加できたのが一人だけだった

ので、 言葉の問題もとても大きいものとして残った。だ

が、東北アジアの環境問題とは何か、何をしていけばい

いのかを認識できただけでも収穫があったと思う。プレ

ゼンテーションもよくできたと思う。夜から朝の4時ま

で議論できたことも、交流を深めた良い材料で、あったo． 

また交流を深めるために、韓国MRA/ICの方たちがた

くさんのレクリエーションを用意してくれた。その一つ

一つがとても記憶に残るものであった。各々の国の文化

公演も印象的であった。中国の民族衣装や伝統的な舞踊

であったり、韓国のテコンドーや民族楽器の演奏であっ

たり 、日本ではとても見ることができない貴重なものを

見せていただいた。特にレセフションで日中韓の学生が

一つになって、肩を組み合ったり、全員でゲームを競い

合ったり、日中韓の旗をそれぞれ仲良く掲げる姿は、と

ても印象に残った。この形こそ、東北アジアの未来志向

的な姿の究極の理想形なのではないだろうかロ

韓国の家庭へのホームステイも素晴らしかった。韓国

の家庭のおもてなしはとても温かく、たくさんの食べ物

や飲み物を提供していただき、韓国の文化をよく知るこ

とができた。また、より韓国という国を好きになること．

ができた。これも貴重な経験であった。とても感謝して

いる。この時に、韓国語がもっと話せたら・・・という

願望が強くなった。

別れの目、韓国MRA/ICのメンバーのほとんどが仁川

空港まで来て、僕らを見送ってくれた。僕は流しそうな

．鶴田と日本からの参加者と共に（左端が日高さん）
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j戻を必死にこらえていた。泣いているメンバーもいた。 からも続くだろう。いや続けなければならないのだ。そ

このフォーラムが充実していたことの証拠だと思う。他 れこそが、未来志向的な東北アジアの協力の構築に必要

因との学生と交流を深めlることができたことは、最高の なことであると思うからだD 次に彼らが日本に来たら、

たからものである。 僕らが彼らを精一杯歓迎しなければならない。

帰国後、韓国の学生とメールの交換をし、今でも交流 このようなフォーラムに参加でき、最高に充実した6

を深めようと、私は奮闘している。彼らとの関係はこれ 日聞を過ごすことができ、本当に感謝している。

人生の宝となった体験

メイ・チン （北京科技大学三年生）

緊張と忙しさ、しかし、充実して楽しい、短い短い5 大切な韓国の民族の伝統文化に触れたことにより、

日間。 韓国の人々への親しみを覚え、彼等の質実さと誠実さの

フォーラムの討論の準備と参加で緊張し忙しかったで 理解に至り、また、訪れた家庭での思いやりにも感心し

すが、豊かで多彩な活動に身も心も楽しみました。 ました。 日本と韓国の友人達から多くのことを学びま

言葉の問題で困っても、 一つの微笑みが、暖かい一言の した。彼等の科学的精神、勤勉さ、団結と融和は深い印

挨拶が私の心配を和らげてくれました。似通った文化と 象を与えてくれました。これら一切の体験は、私の人生

東北アジア特有の血統を有した中日韓の若い友達が共に の宝箱の重要な中身の一部になることでしょう。

集い、誠実に向き合い、豊かな情熱をもって、考え、寝 私達3ヶ国の青年達にこの貴重な交流の機会を与えて

食を忘れて討論しました。積極的に動き、寛容の精神を くれた韓同MRA/ICに感謝します。

養い、認識を深めました。共に努力し、共にことに当り また、韓国滞在中に韓国の友人達が、熱心にそして細や

ました。信じる気持ちと力に満たされました。短い時間 かに配慮し助けてくれたこと、また、日本の友人達の好

の聞に、お互いに親しくなり、友情を育てました。 意にも感謝します。あなた達を決して忘れることはない

5日間の韓国滞在を通して、この国に対してたくさん でしょう。

のことを感じました。清治しい空気と美しい緑の環境の 最後に、東北アジア青年フォーラムが、中日韓の協力

中で人と自然の融和を感じました。韓国人の投げかけて と交流に更に寄与できるよう、また、 三国の青年たちが

くれた親しみのこもった微少、この社会の『!Jでの人と人 東北アジアと世界の平和と発展により寄与できるよう祈

との融和を体感しました。 ります。

団結して発展出来るように互いに努力を

イ・ミンジエ （韓国・徳成女子大学3年生）

韓中日東北アジア青年フォーラムに参加することに

なった時、どんな行事より期待感が大きかった。距離的

に本当に近い国である、 r1=1l:ifilと日本。しかし、円本とは

歴史的な問題で、中国とは北朝鮮をはさみ、速く！惑じる

同であった。しかし、この三国は離れられない関係だと

いうことは誰もが良く知っていることだ。前述のように

今まで色々な要素で、緊密な関係を結べなかったことは事

実だ。三｜司の青年たちは、それぞれ課題をもっているの

だ。それだけにこのような三凶の青年が集うフォーラム

はとても電要な意味を持つと感じた。我々が今後どのよ

うにしていかなくてはならないかという方向を示してく
・文化の夕べで搬露された韓国の伝統音楽（サムルノリ）

7 
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れ、自分が今後どのようにすべきかを考え、また、 三国

の青年たちがお互いに討論して互いの考えを分かち合う

からだ。

コ国の青年たちがこのように討論しながら、お互いに

意見を聞いて理解しようとする機会は多くはないと思

う。それで、この行事に参加する私の心持ちも単純に他

の国の青年たちに会うことを期待するものではなかった

ように思う。

私の参加した分野は文化であった。文化は、一番簡単

に話ができそうでいて、難しい部分があったようだ。余

りに処する状況が違い、文化も似たものと思いがちだ

が、それぞれ個性を持っているので、討論は、互いの文

化状況を理解することから始めた。互いに通訳を介して

話さなければならなかったので、直接話が出来なかった

点が本当に残念だった。三国の言語が英語であったなら

ば、もう少し討論して、互いの話を理解できたのではな

しEかと悔いが残った。我々にとっての課題は、 三国の青

年たちのネットワークの形成、交流プログラムを増やす

こと等、 三国の地理的な近さのみにとどまらず、人と人

が会う交流からもう少しお互いを理解して深い関係を結

ぶべきという意見が多く出た。もちろんこれには政府や

団体の力が必要ではあるが、それ以前に、互いを受け入

れる心を持つことの重要性を知らせるべきであるという

意見であった。

ヨーロツノtはヨーロツノtで、互いに団結して発展しよう

としている。我々も見習わなければならない。特に我々

国は、地理的に近い有利な点があり、団結して発展出

来るように互いに努力を傾けねばならない。このフォー

ラムを鏡として我々青年達は、将来、文化、経済、環境

の各分野でアジアを考える人材にならなくてはならない

と思う。このように考えるようになる機会を与えてくれ

た今回のフォーラムに参加できて本当に幸運で、あった。

世の中をもう少し広く見ることのできる機会となり、こ

のフォーラムを糧に、もっと学び、考え、実践していこ

うと思う。

【スケジュール｝

8月26日（金）（第 1日）

12:55 （成田発KE 702使、仁川着 15:20)

17:30-18:30開会式（国際青少年センター）

18:30-19:00講演：鄭根譲（チョン・クンモ）

明知大学 総長

テーマ 『未来指向的な東北アジアの

協力の方法を求めてJ

19:00-20:30歓迎夕食会

20:30-21 :30講演

テーマ「東北アジアの経済協力の

ための青年の役割J

講師：橋本徹国際IC日本協会会長

ドイツ証券東京支店会長

8月27日（土）（第2日）

08:40 国立中央青少年修練院（天安）に

向けて移動

09:00-12:00ワールドカップスタジアム等見学

14:00-14:30経済分科会グループ代表による発表

14:30-15:30経済分科会グループ主導による討論

20:00-22:00各国文化紹介

8月28日（日）（第 3日）

09:00-09:40サブテーマ 2に関する講演

テーマ「東北アジアの生命共同体を構

築するための環境協力の方法」

講師：曹小涼中国国際交流協会理事

09:40-10:00質疑応答

10:30-11 :00環境のグループからの発表

11:00-12:00環境分科会グループ主導による討論

13:00-14:40サブテーマ 3に関する講演

テーマ「束北アジアの青年の文化ベ

ルト構築のために協力しあう方法J

講師：朴哲雄韓国ユースサービス

センター企画部長

14:40-15:00質疑応答

15:30-16:00文化のグループ代表による発表

16:00-17:00文化分科会グループ主導による討論

19:30-22:00レクリエーション

8月29日（月）（第4日）

08:30 ソウルに移動

10:00-15:00ソウル見学後、各ホームステイ先に

8月30日（火）（第 5日）

16:00 国際青少年センターに戻る

16:00-1 7 :00共同声明文発表準備

17:00-20:00閉会式及ぴ送別夕食会

8月31日（水）（第6日）

11:20 仁川空港より帰国
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2005年第59固コー IC世界大会・レポート

本年のスイス・コーでの IC世界大会は、 7月 7日から8月 19日まで、『理想、と実践

のへだたりを縮める』の総合テーマの下、次の5つの会議が開催されました。その肉、

「人閣の安全保障を前進させるための良き統治Jの会議についてご報告します。

7月 7日～ 13日 「奉仕の精神、 責任感、リーダーシツブ 一 社会的な、そして世代聞の

ギャップに備を架ける価値J

7月 16日～ 24日 「ヨーロッパのための心と魂j

7月27日～ 8月3日 ファミリー会議「国際コミュニティーでの共生の体験1

8月 5日～ 11Fl 「人間の安全保障を前進させるための良き統治J

8月 13日～ 19日 「危機に瀕する世界 一 平和をもたらすためのすべを学びあうJ

『人聞の安全保障を前進させるための良き統治j

多彩なゲストスピーカー

この会議には世界各国から 250名が参加しまし

た。開会式では、かつて ICの仕事に従事し、現在は国

連のアフリカ第2課の人道援助の責任者を務めるアフー

ナ・エズィアコンワさんからの基調講演がありました。

彼女は、個々人の安全と世界のコミュニティ全体の相互

関係を強調しました。「個人の安全が脅かされる時、そ

れは国際的な安全も脅かされることを意味します。－

先進悶と発展途上岡の物質的な富のギャップと共に、人

の心の貧しさが存在します。世界の経済的な安全保障を

欲するならば、同時に私の岡、カナダにおいても、精神

長野 清志（国際 IC日本協会事務局）

のテロは、イスラム、あるいは、他の宗教に根ざすとい

うものではなく、人々が受けた辱めや収奪や悲惨さに起

因する絶望に根ざしているのです。個々人の尊厳を回復

することがテロに対する戦いの効果的な方法の一つで

すJと述べました。また、スイスの外務大臣による、 「よ

り安全な世界をもたらすためのスイスの貢献Jという

テーマでの講演もありました。

少数民族の参加

． 的、感情的な安全を強めることに努めなくてはならない

と気付きましたJと述べ、 ICの友人たちの友情やICで

受けた訓練が現在の仕事を行う上で、如何に役立つている

かを述べました。

今回もオーストラリアのアボリジニ、カナダのファー

ストネーション（インディアン）、スウェーデンのサミ

一、 インドのナガランドの代表等による、少数民族の

人々の対話も同時並行的に行われていました。先住民族

の人たちの自然と共生した生き方等は環境破壊の進む現

在、特に先進国に住む人々が学ぶべき点が多いと改めて

感じさせられました。オーストラリアのアボリジニの人

は、歌手として会議中も自作の歌をしばしば披露してく

れましたが、それは、自分が受けた数々の偏見を乗り越

え、融和を築くため共に歩んでゆこうという力強いメッ

「欲望からの自由Jのテーマで行われた全体会議では、

ジュネーブ安全政策センターの役員であるラマ・マニ博

上は、「私たちの欲求は必要から、それとも貧欲さから

生ずるものでしょうか？私たちの選択が他の人たちの

食欲さを助長していることになってはいないでしょう

か？・・・食欲さが人が実際に必要とするものよりはる

かに大きくなってしまっています。食欲さが賞賛され、

健全なもののように見せ掛けられ、合法化され、必要な

もののようにみなされていますJと述べ、必要性と食欲

さというものについて改めて考えさせてくれました口

「恐れからの白liIJのテーマで行われた全｛本会議では、

元明羽0 (llt界保険機構）のエギゼクティブ・ダイレク

ターを務めていたエジプト人のハマッド博士が、「今lI ・融和のメッセージを歌で伝えたアボリジニの歌手

9 
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セージソングでした。特に、歌と共に、自分のこれまで

の人生を語ってくれた中で、ある日、ガソリンスタンド

で、店員が間違って余分によこしたオイルをそのままもら

わず、心のささやきに従い返したのが自分の人生のター

ニングポイントになったという話しは感動的でした。

原爆記念日に

私は、会議の始まる8月5日にコーに到着したのです

が、直ぐに会議のオーガナイザーの一人であるスイス人

から 「広島に原爆が投下された8月6日である、明日の

午前のセッションでスイスのシュペリーさんと共に話を

して欲ししりと頼まれました。翌朝、スイスのシュペ

リーさんが、先ず、 1950年に MRA(ICの前身）の招

待を受け、日本の各界の代表からなる代表｜寸170名が

コーを訪れた時、自分もお迎えをしたということ、その

メンバーの一人で、あった、当時の浜井広島市長が、焼け

残った楠の木から十字架を作って持って来られコーに贈

呈されたこと、そして、この訪欧の後、広島の原爆記念

碑に 「安らかに眠って下さい。過ちは繰り返させませぬ

からJではなく、「安らかに眠って下さい。過ちは繰り

返しませぬから」と刻む決定をされたこと、更には、 「ご

向身も被爆をされながら、その恨みを述べることなく、

人類のために決してこのような悲劇を繰り返してはなら

ない」と訴えられたことに感銘したと話されました。そ

のお話を受けて、私の方からは、その代表問のメンバー

であった相馬雪香同際IC日本協会名誉会長が、その後、

貫して平和作りのために活動されてきたこと、特に円

本の難民救援活動のパイオニアとしても活躍されてきた

こと、また、そのぷを継ぐために、「！本のIC協会とし

ても、歴史の傷の残る日中韓の問で青年交流をしている

ことなどを話すことができました。

世界の人々と話し合える場所

今回も改めて感じたことですが、コーでは本、当に色々

な国々の人々と山会えます。コーでは会議に出席するだ

けでなく、皆で、交符で、料.fl-IIを作ったり 、お皿洗いをした

りと会議場の連常にも参加します。私は、クッキング

チームに入りましたが、この同じチームをコミュニティ

と呼び＼お互いを知り合うための話し合いの時間を持ち

ます。今回の私の属したコミュニティには、スイス、フ

ランス、イギリス、ロシア、カナダ、パレスチナ、オー

ストラリアの人たちがいました。

会議で話されたことで感じたこと、また、自分や自分の

l司での問題等について率直に話し合うことによって、お

互いの距離がずっと締まります。

また、 3回の食事と午後のお茶の時間も、お1［しEを知り

合うための良いチャンスになります。私のある日の食事

は、朝食をスイス、ベトナムの人と、昼食はドイツ、カ

ザフスタン、ウクライナの人と、そして、夕食はオース

トラリアの人と食べ、翌日は、朝食をロシアの人と、昼

食はガーナ人と、そして、夕食をタンザニアとカナダの

人ととるといった具合です。前から知っている人たちは

もちろん、毎回、新しい出会いも沢山あります。そのよ

うな食事の席で、新しく出会ったインドの若いビジネス

マンの話は心に残りました。彼は、家族で事務機器の販

売代理店をやっています。インドではビジネスを円滑に

進めるために、汚職が盛んに行われます。彼も、競争に

負けないよう、他の業者同様汚職をしていたそうです。

しかし、 ICに出逢い、正直にやっていける方法がないか

考え始めたそうです。ある日、お父さんと相談して汚職

を止め、その同じ金額を顧客の値引きに当てるように変

えたそうです。最初は大変なH寺期！もあったそうですが、

今では、顧客の絶大な信）日を得てビジネスが極めて順調

に行くようになったとのことです。まさに ICの考え方

が実際的であることを示してくれる好例と感じた次第で

す。

アジア人同士での交流

コーは、このように 11そ界の様々な人々と親しく話せ

る場所ではあるのですが、やはり言葉や文化の壁は仔

夜します。今回も、アジアからの参加者は少なく、自

然と一緒にお茶を飲んだりしながら親しくなりました。

円本から即席ラーメンを持って行って、隣，－Elや，，，rEIや

パレスチナの人たちとヌードルパーティをしたり、ハ

イキングに行ったりしましたが、韓国の行年からは、

「英語が充分でないので、滞在が少し難しかったが、あ

なたと知り合えて良かったJと言ってもらいました。

また、上海からの大学生は、私が発つ前のl晩に部屋を

訪ねてくれ、「これは、娘さんへのお土P主です。あなた

が私の初めての日本人の友人ですJと言ってくれまし

た。これらの出来事は今回の私のコーの滞花，1，のハイ
ライトとして心に残るものとなりました。

． 
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2001年9月11日のアメリカでのテ印ま 19名のイスラム原理主義者によって引き起こされ、世界を恐怖に陥

れました。しかし、イスラムの本当の教えと姿を理解する一助としてイギリスの ICの方々 が、 IC(MRA）と出会った

イスラム教徒 19名の方々の体験や考え方を紹介した『何故テ口か一他に選択肢はないのだろうか？ /Why 

TERROR-is there no alternative ？』としゅ小冊子を作りました。 日本人に馴染みの浅いイスラム教への理解を

深めて頂ければと、この小冊子を翻訳して順次ご紹介しています。第4回は、アフリカ系移民2世等の暴動で

揺れているフランスで生活した体験を持つ、チュニジア人のイスラム教徒の方のストーリーです。

く） ICと私く〉

人種差別主義を超えて

ハテム・アカリ

（チュニジア／フランス、大学講師）

1960年代の終わりに、小学校の教師をしていた父 ラブ社会とイスラム教徒を

は、政府と根本的に相容れないという人々がするよう 批判する人は全て悪意を持つ

に、主に政治的な理由でフランスへ移住することになり た人種差別主義者だと見なすよ

ました。私たちは「アラブ系北アフリカ移民Jという新 うになったのです。例えその人が正しい指摘をしたと

しい社会的地位を得た訳ですが、それは、常に否定的な きでさえ。自分自身の過ちを正当化するために、人種

意味を含んだ呼称でした。最も悪意に満ちた反応と出 差別主義者をその言い訳に利用するようにもなりまし

会ったのは多分学校でですが、特にどのコースを私たち た。例えば、もし私が会議に遅れても、「予期しない困

がとれるのかアドバイスをした女性によるものでした。 難にぶつかることは普通のことで誰にでもおこりえるJ

と、批判を受け入れませんでした。このことに関した

あなたたちは夢見る人よ コメントは全て自分への侮辱ととらえました。時間厳

守の本当の意味を理解したのはずっと後のことです。

私は科学方面のコースに進みたかったのですが、彼女

は、「あなたたちアラブ人は 『千一夜物語りJを書いた 人生を決定付けた 24時間
人たちでしょ。あなたたちは夢を見てるのよ。フランス

．に来て医者やエンジニアになって、お金持ちになって車 1973年7月、父は休暇を利用して、リュックサック

で家に帰ろうと思ってるんでしょ。だめよ、おちびちゃ とお金を少し持ってスイスに何日聞か行くように勧め

ん。何か技術を学んで二年後に労働者になるのょん ました。偶然か天佑か、あるいは心の声が、私をICの

それでは、フランスに来た意味が失われます。残る方 国際会議場のあるコーと呼ばれる素晴らしい場所へと

法は私立の学校で学ぶことでしたが、父は労働者でその 導いてくれました。そこで24時間という短い時間を

稼ぎはわずかなものでした。父には私と兄弟両方を私立 過ごしただけですが、それは私の残りの人生を決定付

学校に入れることは出来ず、どちらかを選ばざるを得 けることになりました。多くのことに興味が湧き、好

ず、私を選んだのです。これは自分にとってもとてもつ 奇心が引き付けられ、そして驚かされました。これは

らい経験でした。 夢なのか、それとも現実なのか？

何と、それは夢ではなく現実でした。パリで知ってい

自分自身の過ちの正当化 たのとはまったく違う種類のフランス人たちと出会つ

たのです。彼らは、フランスに人種差別があることを

そういうわけで、、私はカトリックの私立学校に入りま 認めていました。彼らは私に許しを乞い、この社会悪

した。この人種差別の経験はとても辛く、そうしたこと と戦い、互いの良い国民性に重きを置きながら、より

を行った人たちに対して深い憎しみの気持ちを持ちまし 良くお互いを理解するために共に働こうと誘ってくれ

た。私には、いや多分誰にとっても、この感情を普遍化 ました。

しないことは非常に困難た、ったと思います。つまり、ア それ以来、彼らと共に働くことを学んで、きました。そ

11 
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れは決して簡単なことではなく、お互いに怒ってしまう

こともありましたが、互いに率直で、あろうと決め、リス

クがあろうと、本当のζ とを言うようにしました。その

時、自分が二つの文明に身を置いていることの利点に気

づきました。つまり、文化的にはアラブ人であり、宗教

的にはイスラム教徒ですが、幼少の頃から西欧に住んで

います。そのために、 二つの文明を近づけられるよう貢

献できるのではないかと感じたのです。

チュニジアへの帰国

フランスに 15年滞在した後、私は母l-!ilへと帰ること

にしました。もし橋を架けたいというのであれば、両サ

イドで働く必要があるからです。地中海側については充

分に学んだので、両国の関係を強化する手助けをするた

めに、今度はもう一つのサイドに私が学んだことを伝え

たいと思ったのです。私は車もお金も持たず、しかし、

多くの本と経験に満ちあふれたこころをもって母国へと

帰りました。

キリスト教徒との出逢い

つ目の経験は、。キリスト教徒との出会いについてで

す。チュニジアを発つ前、父は、私たちがフランスの制

度にうまく適応出来るようにと、前もって非常にしつけ

が厳しい地元のカトリックの学校へ入れました。小さな

違反を犯しでも、ズボンを脱がされ叩かれました。おし

りに傷は残りませんでしたが、心に傷が残りました。私

はそのローブを着た男をひどく憎み、キリスト教圏の

国々は、あのような男たちばかりなんだとフランスへ行

くことをひどく恐れました。フランスに行ってみて、そ

のことがキリスト教徒であることととは全く別物である

と気づきましたが、私立の学校へ行く時はやはり恐怖に

かられました。

人間性は皆同じ

有難かったことに、先生達は私を温かく迎え入れてく

れましたし、私の凶について話してくれた先生もいまし

チュニジアに帰って、学生たちが持つ凶欧への考えに た。彼らは私の信仰にさえ興味を持ってくれ、答えが分

ショックを受けました。多くの学生たちは見識が狭く、 からないような質問までよくしたので、私自身も自分の

西欧を、物質主義と墜落した道徳観という独裁者に支配 宗教にもっと関心を抱くようになれましたよ何より他の

された世界とみなしていたのです。私たちは西欧を多く 宗教に対して心を開いて接すること、そしてそれを内側

のことで非難しますが、決して私たちの方が優れている

という訳ではありません。最悪な側面をまねてしまうこ

とも多いのです。しかし、学生との話し合いを重ねるう

ちに、その多くが阿欧には他の側面もあるということを

理解してくれました。

もしこれらの考えと出会うことがなかったなら、大き

な憎しみの心をもって国へ帰っていたことでしょう。私

が丙欧で学んだことを、多くの他の人々は経験していま

せん。そして、多くの人々が彼らを受け入れた同への憎

しみと復讐心をもって国に帰って行きました。

から理解するということを学ぴました。1970年代の

終わり頃から、私は多宗教聞の対話の会議に出席し始め

ました。今日、私たちは、今まで以上にお互いを知り合

う必要があります。何故なら世界の将来はまさにそのこ

とにかかっているからです。神が正しい道に導いて下さ

らなかったら、私の人生での様々な体験は否定的な結末

をもたらすように作用したことでしょう。人間性とは、

イスラム教徒であろうと、キリスト教徒であろうと、ユ

ダヤ教徒であろうと、あるいは別の伝統に属する人々で

あろうと、洋の東凶を問わず変わらぬものであると確信

しています。

｛ご参考】ヨーロッパのイスラム系移民

西欧の戦後の経済の復興に伴う、経済成長で労働力が、｜有欧からの移民だけでは足らなくなり、 11-J植民地

など歴史的なつながりがある地域から移民を大量に受け入れるようになる。現在の欧州主要国のイスラム人

口は次の通り。（ウェブサイト 「ユーロ・イスラムJより）

フランス 400～ 500万人（アルジエリア、モロッコ、チュニジア系が300万人、総人口約 6,200万人）

イギリス 140～ 180万人（パキスタンなどインド亜大陸から多数、総人口約 5,880万人）

ドイツ 350万人 （7割がトルコ系、総人口約 8,200万人）

オランダ 70万人（トルコ、モロツコなど、総人口約 1,530万人）

スペイン 50万人 （モロッコ系が多い、総人口約4,200万人）
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一会員の活動紹介ー
会員の方々がそれぞれどのような活動をされているのかをご紹介

するコーナーです。皆様からのご投稿も歓迎致しますので是非お

寄せ下さい。

遠慮しないで、行動を

昨今、若者の間で、“ニート（NEET）”の増加が社会問

題となっている。ニートばかりが取り沙汰されている

が、現代の若者は、わずか数年で転職をする者が非常に

多い。少なくとも私の周聞には非常に多く、ご多聞にも

れず、私もこの夏、転職を経験した。

旅行会社に2年半勤めた。学生の時は、新聞記事を書

いてみたり、日韓の学生交流をやってみたりと、色々活

動していた。だが、入社後の2年半は、それらのことは

． 何もしていなかったし、またしたくなかった。H々 の仕

事をこなすだけで自分が目一杯で、ほかの事を考える余

裕がなかったのだと思う。そんな中、転職に向けて少し

動き始めた6月、久しぶりにIC小田原国際会議に参加し

た。その際、相馬さんがおっしゃられた言葉に大変心を

動かされた。

“私はもう遠慮はしなし）0 正しいと思ったら遠慮しない

で行動することにした。”

その日から、自分のテーマも“遠慮しない”になった。

元来考えるより体が先に動くたちの自分にとって、これ

は特段難しいテーマでもなく、その後、幸いなことに、

自分の希望する職に転職することができた。こうして夏

に自分の自由に使える時間が増え、更に“遠慮しない”

を実行する時間が与えられた。今回のインドネシア行き

は、何と言ってもこの小田原会議での決心が大元であ

． る。
さて、この束の間の時間をどう使うか。転職先は外資

系企業であることもあり、英語を勉強しようと思った。

その頃、たまたま一緒に食事をした太田敦之さんにこの

話をしたところ、インドネシアでのユースキャンプを紹

介された。キャンフは英語で行われるとのこと。即決

だった。就職してからというもの、全くというほど英語

は使っていなかったし、実践の場も持たなかった。キャ

ンプの趣旨や内容を知る前に“遠慮せず”決めてしまっ

た。最初はこんな多少不純かも知れない動機で決めたこ

とであったが、むしろ単に英語を勉強するよりも、他国

の若者と英語をツールとして様々な考えを共有すること

の方が、英語のためのみならず、自分自身のためにも、

とてもよいことであると思った。

このキャンプの趣旨は、主に、 1.インドネシアの若斉

佐々木淳（会社員）

洋青年会議（APYC）のオーガナイザーをリクルートす

ること、 3.APYCとアクション・フォー・ライフ（AFL)

の内容に関し、各自の意見をシェアすること の3つ

であった。キャンフの内容は、静かな時間とは何か、自

分の中の一番大切なこと、人、ものは何か、そしてそれ

を人とシェアするとはどういうことなのか、といった

ことを説明してし、く 。更に早速それを実践する。参加者

は外国人がオーストラリア、韓国、カンボジア、そして

日本から 1名ずつ、そしてインドネシア人の若者が30

名ほど。 キャンフの開会にあたり、目にした光景に感

動した。インドネシアは多民族、他宗教の同。今回も

色々な宗教の人が集まっていたのだが、そのすべての

宗教の代表者が、それぞれの神様に祈りをささげるの

である。イスラム教、キリスト教、仏教、儒教。学生の

頃、日韓の交流フログラムに関わっていたが、この閏で

は、共存とか、相互理解とか、お互いの尊重というもの

を自然と日常的に行っていると感じた。また、感動的

だったのが、イスラムのお祈りを体験させてもらえた

こと。“やってみたいんだけど・・・＂と 言うと、 喜んでモ

スクに招き入れてくれて、体の清め方に始まり、一連の

祈りを教えてくれた。一部の過激派のせいで、イスラム

教というと怖い宗教のイメージがあるが、実際にはと

てもフレンドリーで、こころ落ち着く宗教だった。間

違ったイメージであることは分かっていたが、やはり

百聞は一見にしかず、である。

もう一つ驚いたのは、このキャンプは全て通訳なし

の英語で進められたこと。本当に気持ちのニュアンス

の部分で必要な場合のみ、インド不シア語に訳された。

にICの理念を広めること、 2.来年閃かれるアジア・大平 ．キャンプの参加者と共に （後列中央が佐々木さん）

13 



14 

flAJ News No.109 2005 

全体を通しでも 3,4回であろうか。自分に置き換え

てみて、日本人が外国人を迎えて会議をやっても、共通

言語を持たない日韓の交流をやっても、英語でスムーズ

に進行したことはあまりなかった。英語で滞りなく会が

進んでいくことに、大変驚いた。今回インドネシアに行

くきっかけは、本当に偶然の重なりであった。でも、遠

慮しなかったことで、またとてもいい経験を白分の中に

噌やすことができた。海外に自分のことをよく知ってく

れている友人も増えた。今同学んだことで一番大きかっ

たことは、遠慮しちゃいけない、ということだ。どこか

で何かを遠慮、していたら、こんないい経験はできなかっ

たと思う。今回この考え方を気付カ通せてくれた方々、ま

たチャンスを与えてくれた方々、インドネシアで暖かく

迎えてくれた方々、全ての方々に感謝申し上げたい。

．相互理解を深めた参加者たち

国への愛と誇り

IC小田原jJs.j際会議のあと、たまたまお術がないとい

う韓1£］の学生を預かることになった。我が家は6人家族

であったが、子供達が一人、 二人と独立していき 3番目

の長交が今年4月に結婚すると、~の息子との3人暮ら

しとなってしまった。 ハンさんは高校生のlf.~： 2年間日本

語を勉強しているので、！？言でも怠思疎通に不自由はな

かった。驚いたのはひらがな、 j莫’子をよく知Iっていて読

み，Jfきが一通りできることであった。

ハンさんが我が家に治まることになったH在、主人は

「ふーんJという反応、であったが、彼が家に行くとすぐ

に主人の方が夢中になっていろいろと I干葉の，むl床を説明

したり、テレビを見ながら日本の政治のこと、文化のこ

と、 i言葉の言いいiしなどなど、熱心に教えたり、議論し

たり、毎日食市でも楽しい会話が続くようになり 2ヶ月

は｜瞬く問に過ぎて行った。いままで、 3人3様に違うII
向へ向いていた家族がハンさんのお陰で一気に会話が憎

えた様に思う。ハンさんは、積極的に東京のあちこちを

」人で見てlnlり、日本の学生とメール交換をしながらい

ろいろな日本の11常を経験していった。

彼はトi本に対しである磁の若手千らしいあこがれを持っ

て食欲にいろいろ勉強したいと思って来日したようだ

が、物が豊かな東京だが、物価は，·，：~くそれほど生活は担

かな訳ではないと情ったようだ。 東京では家一軒持つ

のに一生働きつづけなければならないと知ってび、っくし

高橋 久子（主婦、地域ボランティア）

軒の家を構え家族を養う、Jfができるそうだ。また、韓国

では1ドは韓国製のものしか買わないと古っていた。2年

間の徴兵のことも汗しいけど向分の凶のために働くのは

当然と，1う。彼の111'を愛し、 IElに誇りを持つ姿には家族

背が感動した。さらに、ほかの同の事も一生懸命勉強し

ようとする姿に、同じ年頃の息子も驚いていた。＇I：まれ

て初めての経験という地長も 2度体験、念願のi~i 1: 111'こ

もr1%｝りで登頂、沢！｜｜の忠い山を抱えて、また初めて経

験する台風の吹き荒れる｜｜に帰って行った。故初は部屋 4
が空いているので而倒を凡てあげようと思った私だった ー

が、家族全員がハンさんにMか失っていたものを教えら

れたような気がする。jJilに対する誇りと愛を・

ハンさんありがとう。またいつでも帰って来てくださ

い。待っています。

ていた。韓lliJならft・Hについて 10 年もすれば程よい一 ．日韓の学生交流会で（後列右端がハンさん）
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TTCR丁目本委員会ニュース企企

第 20回CRTグローバルダイアログに参加して

奥田有紀

第20回グローパルダイアログが2005年10月20日

から 22日まで、ポーランドの首都ワルシャワで開催さ

れました。レフ・カチンスキ（LeckKaczynsk、ワル

シャワ市長、現ポーランド大統領）氏に加え、共産主義

に終止符を打つために尽力されたレフ・ワレサ（Lech

Walesa元ポーランド大統領、 1983年ノーベル平和賞

受賞）氏の全面的な支援を得て RoyalCastle宮殿を会

． 場として、内容の濃いダイアログが行なわれました。

レフ・ワレサ氏は経済人コ一円卓会議の「企業の行動指

針Jを共産主義が崩壊した後、自由市場民主主義を推進

するにあたっての新しい基準として採用する意向を示し

ています。約 150名の参加者が、「！本、米国、ロシア、

ポーランド、オランダ、ドイツ、マレーシア、オースト

ラリア、タイ、メキシコなどから参加し、「責任ある資

本主義～Let’sMake it Work～Jというテーマで様々な

意見交換が行なわれました。今年のダイアログがポーラ

ンドという社会主義から資本主義に移行しつつある国に

おいて行なわれたことは、資本主義の抱える問題を考え

る上で、有意義で、した。企業は経済活動を行なう際の基本

的な価値感を改めて問い直し、不正の温床の拡大に歯止

めをかけなければいけないのだという問題意識が、ダイ

アログ全体に流れていました。そのような議論の中で、

． 日本からはNECの中村暢彦氏、 CRTアドバイザー前回

浩氏、佐久間健氏、石田事務局長から Cs R取り組み事

例や日本での“Cs Rイノベーション”の実績の報告が

あり、抽象的になりがちな CSRの議論に具体的な施策

．会議の僚子

CR丁目本委員会インターン

を提案して、海外の参加者からも大変高い評価を得てい

ました。その後、“Cs Rイノベーション”の導入に向

けた問い合わせがロシア、ポーランド、ドイツ、フラン

ス、オランダ、マレーシア、タイ、メキシコ、米国など

から相次いでいます。また今回のグローバルダイアログ

では CRTの設立者である、フリッツ・フィリップス氏

とオリビエ・ジスカールテ、スタン氏にCRT創設20周年

を記念してCRTアワードが授与されました。1986年発

足したCRTが当時から提示している理念、 1994年に策

定されたコーの基本原則が、現在も色槌せていない、む

しろ、持続的な社会の発展を考える上でますます重要視

されているのだということを認識できました。今回新会

長に就任したブレナン卿が最後に、世界を見渡して西の

標準が世界の標準ではないことを認識する必要があり、

cs Rは各国の多様性を考慮に入れ、各国の文化を尊重

した形で導入されるべきであると言及され、今回ポーラ

ンドでグローバルダイアログが開催された意義を再確認

しEたしました。

来年のグローバルダイアログは7月、スイスのコーで

開催される予定です。

【日本からの参加者】（敬称略）

金子 尚志、ご夫妻（NEC名誉顧問）

橋本 徹（ドイツ証券会社東京支店会長）

中村 l陽彦（NEC企業行動推進部統指マネージャー）

船橋 晴雄（シリウス・インスティテュート代表取締役）

金子保久（松下電器産業客員）

沖野 清昭（横河電機執行役員経営監査本部長）

神戸好夫（大日本印刷Cs R推進室長）

前田 治 (EQML代表取締役社長）

佐久間 健（コミュニケーション戦略研究所代表取締役）

平野加奈江（同時通訳者）

美馬伯美子（同時通訳者）

石田 寛（CRT日本委員会事務局長）

奥田 有紀（CRTH本委員会インターン）
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く〉く〉く）ICニュースく＞く＞く＞

・ょっ葉会主催のバイオリン・ コンサート
去る 11月 18日（金）にICょっ葉会（女性の会）主催

による、斎藤アンジュ玉藻さんのバイオリン ・コンサー

ト札、つも誰かのために音楽を』が、東京の代々木上原

の「ムジカーザ」を会場に開催されました。世界にはば

たく若い演奏家に演奏の場を提供したいとのICょっ葉

会のメンバーの熱意に応えるように、会場は 130余名

の熱気が溢れました。この 10月に日本音楽財団より貸

与された、 1700年製の名器ストラディヴァリウスをもっ

園第 43回通常総会及び講演会

ての、アンジュ玉藻さんのバッハやモーツアルトの演奏

は素晴らしく聴衆を魅了 しました。アンジュ玉藻さん

は、去る 6月のIC小田原会議で、も素晴らしい演奏を披

露してくれましたが、先頃ボン・フィルハーモニーのソ

リストに抜てきされ、この 12月よりは、ドイツ縦断ツ

アーに参加されるそうです。ますますのご活躍をお祈り

すると共に、この度のコンサー トの開催にご協力下さっ

た皆織に、この場をお借りして御礼申し上げます。

ん、そして、日本初の民間自警団 『明大前ピースメー去る 12月3U （土）に、第43回通常総会が、日本カ

メラ財同の会議宝にて開催されました。平成 18年の事

業計画並ぴに予算案が承認されたと共に、新理事とし

て、今号にも記事を寄せて頂いている高橋久fさんが選

任されました。

カーズ』を結成し活動されるなど幅広く平和！活動に取a・
り組まれている古川英治さんというお二人から情熱を ’

込めたお話しを伺いました。お二人の今後のご活躍の

また、総会に引続き 『先ずできることから一日本を変

えるために』のテーマで講演会が行われました。「IMA

緊急、シェルターJを立ち上げ「野宿符」を初めとした人々

の支援に取り組むアメリカ人のレイナ・ルイセンコさ

サポートと共に、お二人のイニシアティブを参考に、私

たち一人ひとりに課せられた使命の発見、確認に努め、

少しでも明るい社会の実現に貢献していければと思い

ます。

入会のご案内

IC (Initiatives of Changeイニシアティブス・オブ・チェンジ、 IJIJ身はMRA  (Moral Re-Armament））は、1938

年にロンドンで発足して以米、 対立する十11r~ゃい｜を変えたいと思うなら、先ず l’1分、そして、引い｜から変わるべき

であるJと，i"う即念に嵯づき、あらゆる民朕や宗教や文化の似版に流れる共通の倫JIU観 （モラル）を？？脳的な絶対認

可If（正直、純潔、無私、愛）にまとめ、それを峰雄にして紛争解決に不11J欠な信頼関係円高成のための橋渡しを、 11そ界

行lflで進めてきました。

有L!il際ICf i本協会は、1977年より何年限界行llilの代長を附いてlltl際会議を開催し、相F1YU解とfJJffJJl:%1係の瞭

成に努めてきた他、講演会や行開会介、作1,s:1のIC1111際会議への参加、新しい点アジアの関係構築をi刈るための，＇；－年

同！：の交流写々内外で械々な事業を行っています。ご入会されたJiには作種行・Ji-案内、又、機関紙等をお辺り致しま

す。llt界的勢を知lり1,q際的な悦野を得ることができます。

年会資 J. Iヒ会比 例人 6,000 l'J 

法人 50,000 PJ 

編集後記

2.賛助会比 例人

法人

3,000 l'J以上

50,000 l'J以上

長近、フランスでの移民21吐・ 3111：による人種暴動が大きく報道されました。今号の記事にもあるチュ

ニジアのJiの体験からも相圧理解の努力の必要性がますます尚まっていることが珂解されます。ii本でも

少子化による人口減少の問題の解消のために外何人の受け入れを近い将来憎やしていくべきとの議論が始

まっています。異なった文化を持つ人々と共生していくために、私たち一人びとりがどのような心情えを

もっていけば良いのか、皆様とご一緒に考えていきたいと思います。

どうぞ、おλ気でよいお年をお迎え下さいますようお祈りしております。

． 


